
 
 

一

 
 
 

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 
 

子
ど
も
手
当
法 

 

目
次
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
、
「
（
第
十
八
条
―
第
二
十
二
条
）
」

を
「
（
第
十
六
条
・
第
十
七
条
）
」
に
、
「
（
第
二
十
三
条
―
第
三
十
一
条
）
」
を
「
（
第
十
八
条
―
第
二
十
五
条
）
」
に
改

め
る
。 

 

第
一
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
」
を
「
児
童
の
養
育
に
係

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
」
に
、
「
に
な
う
」
を
「
担
う
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
章
の
章
名
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
る
。 

第
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
支
給
要
件
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
児
童
手
当
」
を

「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



 

二

一 

十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
以
下
「
支
給
要
件
児
童
」
と
い
う
。
）

を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
父
又
は
母 

第
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
児
童
を
」
を
「
支
給
要
件
児
童
を
」
に
、
「
も
の
。
」
を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
児
童
」
を
「
支
給
要
件
児
童
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
を
削
る
。 

第
六
条
の
見
出
し
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
児
童
手
当
」

を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
一
万
六
千
円

に
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
者
（
以
下
「
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
支
給
要
件
児
童
の
数
を
乗
じ
て
得

た
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。 

第
七
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。 

 

第
八
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。 

 

第
九
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す

る
。 



 
 

三

第
十
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
九
条
と
す
る
。 

第
十
一
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
、
「
差
し
と
め
る
」
を
「
差

し
止
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。 

第
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。 

第
十
三
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
行
な
わ
れ
た
」
を
「
行
わ
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と

す
る
。 

第
十
四
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
そ
の
他
の
徴
収
金
の
徴
収
の
例
に
よ
る
。 

第
十
四
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。 

第
十
五
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。 

第
十
六
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。 

第
十
七
条
を
削
る
。 



 

四

 
第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
全
額
を
国
庫
が
負
担
す
る
。 

 

第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を

「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
第
三
章
中
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。 

第
十
九
条
中
「
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
児
童
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
被
用
者
に
対
す
る
費

用
に
つ
い
て
は
そ
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
額
を
、
被
用
者
等
で
な
い
者
に
対
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
六
分
の
四
に
相
当

す
る
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。 

第
二
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
を
削
る
。 

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
を
徴

収
し
、
又
は
そ
の
還
付
を
受
け
る
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
を
徴
収
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改

め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。 



 
 

五

第
二
十
四
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。 

第
二
十
五
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
又
は
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
六
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
、
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
す

る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
市
町
村
長
（
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
読
み
替
え
ら
れ
る
第
七
条
の
認
定
を
す
る
者
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
項
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
、
児
童
手
当
の
額
及
び
被
用
者
又
は
被
用
者
等
で
な
い
者
の
区
分
」
を
「
及
び
子
ど
も
手
当
の
額
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。 

 

第
二
十
八
条
か
ら
第
二
十
九
条
の
二
ま
で
を
削
る
。 

第
二
十
九
条
の
三
中
「
（
第
二
十
九
条
を
除
く
。
）
」
及
び
「
（
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
七

条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
を

含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。 

 

第
三
十
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。 



 

六

 
第
三
十
一
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
子
ど
も
手
当
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
関
す
る
暫
定
措
置
） 

第
四
条 

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中
「
そ
の
全
額
を
国
庫
が
負
担
す
る
」
と
あ
る

の
は
、
「
そ
の
百
分
の
九
十
二
に
相
当
す
る
額
を
国
庫
が
負
担
し
、
そ
の
百
分
の
二
・
五
に
相
当
す
る
額
を
都
道
府
県
及
び

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
、
そ
の
百
分
の
三
に
相
当
す
る
額
を
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
を
も
つ
て
充
て

る
」
と
す
る
。 

（
拠
出
金
の
徴
収
及
び
納
付
義
務
） 

第
五
条 

前
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
政
府
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
児

童
育
成
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
一
般
事
業
主
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
拠
出
金
を
徴

収
す
る
。 

一 

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
主 

二 

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
校
法
人
等 



 
 

七

三 

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
百
四
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
団
体

そ
の
他
同
法
に
規
定
す
る
団
体
で
政
令
で
定
め
る
も
の 

四 

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
百
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
連
合
会
そ
の

他
同
法
に
規
定
す
る
団
体
で
政
令
で
定
め
る
も
の 

２ 

一
般
事
業
主
は
、
前
項
の
拠
出
金
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
。 

（
拠
出
金
の
額
） 

第
六
条 

前
条
第
一
項
の
拠
出
金
の
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
律
に
基
づ
く
保
険
料
又
は
掛
金
の
計
算
の
基
礎
と
な

る
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
額
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働

者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
若
し
く
は
同
法
第
二
十

三
条
第
一
項
の
育
児
休
業
の
制
度
に
準
ず
る
措
置
に
よ
る
休
業
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
百
九
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
又
は
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

律
第
百
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る
被
用
者
（
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
保
険
料
又

は
掛
金
を
負
担
し
、
又
は
納
付
す
る
義
務
を
負
う
被
保
険
者
、
加
入
者
、
組
合
員
又
は
団
体
組
合
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）



 

八

に
つ
い
て
、
当
該
育
児
休
業
又
は
休
業
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
律
に
基
づ
き
保
険
料
の
徴
収
を
行

わ
ず
、
又
は
掛
金
を
免
除
し
、
若
し
く
は
徴
収
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
被
用
者
に
係
る
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
賦
課
標
準
」
と
い
う
。
）
に
拠
出
金
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額
と
す
る
。 

厚
生
年
金
保
険
法 

標
準
報
酬
月
額 

標
準
賞
与
額 

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法 

標
準
給
与
の
月
額 

標
準
賞
与
の
額 

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法 

給
料
の
額 

期
末
手
当
等
の
額 

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法 

標
準
報
酬
の
月
額 

標
準
期
末
手
当
等
の
額 

２ 

前
項
の
拠
出
金
率
は
、
毎
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
予
想
総
額
の
百
分
の
三
に
相
当
す
る
額

を
当
該
年
度
に
お
け
る
賦
課
標
準
の
予
想
総
額
を
も
つ
て
除
し
て
得
た
率
に
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
児
童
育
成
事
業
に
要

す
る
費
用
の
う
ち
前
条
第
一
項
の
拠
出
金
を
も
つ
て
充
て
る
額
の
予
定
額
を
当
該
年
度
に
お
け
る
賦
課
標
準
の
予
想
総
額
を

も
つ
て
除
し
て
得
た
率
（
次
項
に
お
い
て
「
事
業
費
充
当
額
相
当
率
」
と
い
う
。
）
を
加
え
た
率
を
基
準
と
し
て
、
政
令
で

定
め
る
。 

３ 

毎
年
度
の
事
業
費
充
当
額
相
当
率
は
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
事
業
費
充
当
額
相
当
率
を
標
準
と
し
、
当
該
前
年
度
以
前



 
 

九

五
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
事
業
費
充
当
額
相
当
率
を
勘
案
し
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
拠
出
金
の
徴
収
方
法
） 

第
七
条 
附
則
第
五
条
第
一
項
の
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
政
府
の
権
限
で
政
令
で

定
め
る
も
の
は
、
社
会
保
険
庁
長
官
が
行
う
。 

２ 

政
府
は
、
附
則
第
五
条
第
一
項
の
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
取
立
て
に
関
す
る
事
務
を
、
当
該

拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
取
立
て
に
つ
い
て
便
宜
を
有
す
る
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
取
り

扱
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
取
立
て
及
び
政
府
へ
の
納
付
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

（
児
童
育
成
事
業
） 

第
八
条 

附
則
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
政
府
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
支
障
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
児
童
育

成
事
業
（
育
児
に
関
し
必
要
な
援
助
を
行
い
、
又
は
児
童
の
健
康
を
増
進
し
、
若
し
く
は
情
操
を
豊
か
に
す
る
事
業
を
行
う

者
に
対
し
、
助
成
及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
事
業
で
あ
つ
て
、
第
一
条
の
目
的
の
達
成
に
資
す
る
も
の
を
い
う
。
）



 

一
〇

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
暫
定
措
置
に
係
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
） 

第
九
条 

附
則
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
二
項
中
「
前

項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
の
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
」
と
、
第
十
七
条
中
「
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
費
用

の
う
ち
そ
の
百
分
の
九
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
を
徴

収
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
の
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
を
徴
収
し
、
又
は
そ
の

還
付
を
受
け
る
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
の
拠
出
金
そ
の
他
こ
の

法
律
」
と
、
第
二
十
条
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
の
拠
出
金
そ
の
他
こ
の
法
律
」
と
、

「
裁
決
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
又
は
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
」
と
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 
 

一
一

 
（
所
得
税
に
係
る
扶
養
控
除
等
の
改
廃
等
） 

第
二
条 

国
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
賄
う
た
め
の
安
定
し
た
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
所
得
税
に
係
る
扶

養
控
除
等
の
改
廃
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
の
原
則
） 

第
三
条 

こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
子
ど
も
手
当
法
（
以
下
「
新
法
」
と

い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
十
八
年
四
月
以
降
の
月
分
の
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
三
月
以
前
の
月
分
の
児
童

手
当
（
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
児
童
手
当
を
い
い
、
旧
法
附
則
第

六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
給
付
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
子
ど
も
手
当
の
支
給
及
び
額
の
改
定
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
条 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請

求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
は
、
新
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
月
か
ら
始
め
る
。 

 

一 

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
現
に
新
法
第
四
条
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支



 

一
二

給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
養
育
す
る
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
以
下
「
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。
）
の
す
べ
て
が
、
九
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
、
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
（
以
下
「
小
学
校
第
三
学
年
修
了
後
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の 

施
行
日
の
属
す
る
月 

二 

施
行
日
に
お
い
て
現
に
新
法
第
四
条
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日

に
お
い
て
、
九
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
前
々

年
の
所
得
が
旧
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
も
の
（
そ
の
者
が
旧
法
第
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
被
用
者
又
は
旧
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
務
員
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
前
々
年
の
所
得
が
旧

法
附
則
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
も
の
） 

施
行
日
の
属
す
る
月 

三 

施
行
日
か
ら
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
法
第
四
条
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

に
至
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
養
育
す
る
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
の
す
べ
て
が
、
小
学
校
第
三
学
年
修
了
後
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る
も
の 

そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る



 
 

一
三

子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月 

四 
施
行
日
か
ら
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
法
第
四
条
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

に
至
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
に
お
い
て
、
九
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
前
年
の
所
得
（
施
行
日
か
ら
平
成
十
八
年
四
月
三
十
日

ま
で
の
間
に
同
条
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
に
あ
っ
て
は
前
々
年
の
所
得
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
旧
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
も
の
（
そ
の
者
が
旧
法

第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
用
者
又
は
旧
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
務
員
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
前

年
の
所
得
が
旧
法
附
則
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で

あ
る
も
の
） 

そ
の
者
が
新
法
第
四
条
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月 

２ 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
子
ど
も
手
当
の
額
の
改
定
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
月
か
ら
行
う
。 



 

一
四

 
一 

施
行
日
に
お
い
て
現
に
小
学
校
第
三
学
年
修
了
後
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
手

当
の
額
が
増
額
す
る
こ
と
と
な
る
に
至
っ
た
者 

施
行
日
の
属
す
る
月 

 

二 

施
行
日
か
ら
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
小
学
校
第
三
学
年
修
了
後
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
養
育
す
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
手
当
の
額
が
増
額
す
る
こ
と
と
な
る
に
至
っ
た
者 

当
該
小
学
校
第
三
学
年
修
了
後

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月 

（
子
ど
も
手
当
の
認
定
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
五
条 

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
旧
法
第
七
条
第
一
項
（
旧
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
並
び
に
旧
法
附
則
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
四
項
及
び
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
者
（
同
日
に
お
い
て
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

を
養
育
す
る
者
に
限
る
。
）
が
施
行
日
に
お
い
て
現
に
新
法
第
四
条
に
規
定
す
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と

き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
新
法
に
よ
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は
、
施
行
日
に
お
い
て
新
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
）
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
定
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
の
支
給
は
、
新
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
四
月
か



 
 

一
五

ら
始
め
る
。 

２ 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
の
額
は
、
一
万
六
千
円
に
そ
の
者
に
係

る
新
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
支
給
要
件
児
童
（
施
行
日
に
お
い
て
現
に
そ
の
者
が
養
育
す
る
九
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
に
限
る
。
）
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

 

（
子
ど
も
手
当
の
認
定
の
請
求
等
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
六
条 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
旧
法
第
七
条
（
旧
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

並
び
に
旧
法
附
則
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
四
項
及
び
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
認
定
の
請
求
は
、
新
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
と
み
な
す
。 

２ 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
旧
法
第
九
条
第
一
項
（
旧
法
附
則
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
四
項
及
び
第
八
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
は
、
新
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求

と
み
な
す
。 

 

（
事
業
費
充
当
額
相
当
率
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
七
条 

平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、
新
法
附
則
第
六
条
第
三
項
中
「
前
年
度
の
事
業
費
充
当
額
相
当
率
」
と
あ
る
の
は
「
前



 

一
六

年
度
の
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第 
 
 

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
事
業
費
充
当
額
相
当
率
」
と
、
「
各
年
度
に
お
け
る
事
業
費
充
当
額
相
当
率
」
と
あ
る
の
は
「
各
年
度
に
お

け
る
同
項
の
事
業
費
充
当
額
相
当
率
」
と
す
る
。 

２ 

平
成
十
九
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
は
、
新
法
附
則
第
六
条
第
三
項
中
「
各
年
度
に
お
け
る
事
業
費
充
当
額
相
当
率
」

と
あ
る
の
は
、
「
各
年
度
に
お
け
る
事
業
費
充
当
額
相
当
率
（
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律

第 
 
 

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
事
業
費
充
当
額
相
当
率
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。 

 

（
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

厚
生
保
険
特
別
会
計
法
（
昭
和
十
九
年
法
律
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
並
ニ
児
童
手
当
ニ
関
ス
ル
政
府
ノ
経
理
ヲ
明
確
ニ
ス
ル
為
」
を
削
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
、
児
童
手
当
勘
定
」
を
削
る
。 

 
 

第
五
条
ノ
二
を
削
る
。 

 
 

第
六
条
中
「
、
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
ノ
事
業
主
ヨ
リ
ノ
拠
出
金
及
当
該
拠
出
金
ノ
徴
収
ニ
関
ス
ル
諸
費

ニ
充
ツ
ル
為
ノ
児
童
手
当
勘
定
ヨ
リ
ノ
受
入
金
」
を
削
り
、
「
業
務
取
扱
及
当
該
拠
出
金
ノ
徴
収
」
を
「
業
務
取
扱
」
に
、



 
 

一
七

「
、
年
金
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
並
ニ
児
童
手
当
交
付
金
及
児
童
育
成
事
業
費
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
児
童
手
当
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
」
を

「
並
ニ
年
金
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
八
条
ノ
二
を
削
る
。 

 
 

第
九
条
中
「
並
ニ
年
金
勘
定
及
児
童
手
当
勘
定
」
を
「
及
年
金
勘
定
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
一
条
ノ
二
を
削
る
。 

 
 

第
十
二
条
第
二
項
中
「
又
ハ
児
童
手
当
勘
定
」
を
削
る
。 

 
 

第
十
三
条
第
一
項
中
「
及
児
童
手
当
勘
定
ノ
積
立
金
」
を
削
る
。 

 
 

第
十
七
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。 

 

第
十
七
条
ノ
二 

子
ど
も
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
四
条
ノ
規
定
ガ
適
用
サ
ル
ル
間
子
ど
も
手

当
ニ
関
ス
ル
政
府
ノ
経
理
ヲ
明
確
ニ
ス
ル
為
第
一
条
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ズ
之
ヲ
本
会
計
ニ
於
テ
行
フ
モ
ノ
ト
ス 

 

第
十
七
条
ノ
三 

前
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
子
ど
も
手
当
ニ
関
ス
ル
政
府
ノ
経
理
ヲ
本
会
計
ニ
於
テ
行
フ
場
合
ニ
於
テ
ハ
第
二
条

ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ズ
本
会
計
ハ
之
ヲ
健
康
勘
定
、
年
金
勘
定
、
子
ど
も
手
当
勘
定
及
業
務
勘
定
ニ
区
分
ス 

 

第
十
七
条
ノ
四 

子
ど
も
手
当
勘
定
ニ
於
テ
ハ
子
ど
も
手
当
交
付
金
及
児
童
育
成
事
業
費
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
業
務
勘
定
ヨ
リ
ノ



 

一
八

受
入
金
、
子
ど
も
手
当
法
附
則
第
五
条
第
一
項
第
二
号
乃
至
第
四
号
ノ
者
ヨ
リ
ノ
拠
出
金
、
同
法
附
則
第
四
条
ノ
規
定
ニ

依
リ
読
替
テ
適
用
サ
ル
ル
同
法
第
十
六
条
第
一
項
ノ
規
定
及
同
条
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
一
般
会
計
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、
積

立
金
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、
積
立
金
ヨ
リ
生
ズ
ル
収
入
、
借
入
金
並
ニ
附
属
雑
収
入
ヲ
以
テ
其
ノ
歳
入
ト
シ
子
ど
も
手
当
交
付

金
、
借
入
金
ノ
償
還
金
及
利
子
、
一
時
借
入
金
ノ
利
子
、
子
ど
も
手
当
ノ
業
務
取
扱
費
、
児
童
育
成
事
業
費
其
ノ
他
ノ
諸

費
並
ニ
子
ど
も
手
当
及
児
童
育
成
事
業
ニ
係
ル
拠
出
金
ノ
徴
収
ニ
関
ス
ル
諸
費
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
業
務
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
ヲ

以
テ
其
ノ
歳
出
ト
ス 

 

第
十
七
条
ノ
五 

子
ど
も
手
当
勘
定
ニ
於
テ
決
算
上
剰
余
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
政
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
之
ヲ
同
勘
定
ノ
積

立
金
ト
シ
テ
積
立
テ
又
ハ
同
勘
定
ノ
翌
年
度
ノ
歳
入
ニ
繰
入
ル
ベ
シ 

 
 

子
ど
も
手
当
勘
定
ニ
於
テ
決
算
上
不
足
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
政
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
之
ヲ
同
勘
定
ノ
積
立
金
ヨ
リ
補
足

ス
ベ
シ 

 
 

子
ど
も
手
当
勘
定
ノ
積
立
金
ハ
政
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
子
ど
も
手
当
交
付
金
又
ハ
児
童
育
成
事
業
費
ノ
財
源
ニ
充
ツ
ル

為
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
予
算
ノ
定
ム
ル
金
額
ヲ
限
リ
同
勘
定
ノ
歳
入
ニ
繰
入
ル
ル
コ
ト
ヲ
得 

 

第
十
七
条
ノ
六 

子
ど
も
手
当
勘
定
ニ
属
ス
ル
経
費
ヲ
支
弁
ス
ル
為
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
政
府
ハ
同
勘
定
ノ
負
担
ニ
於
テ
一
年



 
 

一
九

内
ニ
償
還
ス
ベ
キ
借
入
金
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得 

 
 

前
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
借
入
金
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
金
額
ハ
子
ど
も
手
当
交
付
金
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
一
般
会
計
ヨ
リ
ノ
受
入
金

及
一
般
事
業
主
ヨ
リ
ノ
拠
出
金
ヲ
以
テ
当
該
子
ど
も
手
当
交
付
金
及
児
童
育
成
事
業
費
ヲ
支
弁
ス
ル
ニ
不
足
ス
ル
金
額
ヲ

限
度
ト
ス 

 

第
十
七
条
ノ
七 

第
十
七
条
ノ
二
ノ
規
定
ニ
依
リ
子
ど
も
手
当
ニ
関
ス
ル
政
府
ノ
経
理
ヲ
本
会
計
ニ
於
テ
行
フ
場
合
ニ
於
ケ

ル
此
ノ
法
律
ノ
規
定
ノ
適
用
ニ
付
テ
ハ
第
六
条
中
「
一
般
会
計
ヨ
リ
ノ
受
入
金
」
ト
ア
ル
ハ
「
一
般
会
計
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、

子
ど
も
手
当
法
附
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ノ
事
業
主
ヨ
リ
ノ
拠
出
金
及
当
該
拠
出
金
ノ
徴
収
ニ
関
ス
ル
諸
費
ニ
充
ツ
ル

為
ノ
子
ど
も
手
当
勘
定
ヨ
リ
ノ
受
入
金
」
ト
「
此
等
ノ
事
業
ノ
業
務
取
扱
」
ト
ア
ル
ハ
「
此
等
ノ
事
業
ノ
業
務
取
扱
及
当

該
拠
出
金
ノ
徴
収
」
ト
「
並
ニ
年
金
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
」
ト
ア
ル
ハ
「
、
年
金
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
並
ニ
子
ど
も
手
当
交
付

金
及
児
童
育
成
事
業
費
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
子
ど
も
手
当
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
」
ト
第
九
条
中
「
及
年
金
勘
定
」
ト
ア
ル
ハ
「
並

ニ
年
金
勘
定
及
子
ど
も
手
当
勘
定
」
ト
第
十
二
条
第
二
項
中
「
健
康
勘
定
」
ト
ア
ル
ハ
「
健
康
勘
定
又
ハ
子
ど
も
手
当
勘

定
」
ト
第
十
三
条
第
一
項
中
「
事
業
運
営
安
定
資
金
」
ト
ア
ル
ハ
「
事
業
運
営
安
定
資
金
及
子
ど
も
手
当
勘
定
ノ
積
立
金
」

ト
第
十
八
条
ノ
二
中
「
年
金
勘
定
ノ
積
立
金
」
ト
ア
ル
ハ
「
年
金
勘
定
及
子
ど
も
手
当
勘
定
ノ
各
積
立
金
」
ト
「
業
務
取



 

二
〇

扱
」
ト
ア
ル
ハ
「
業
務
取
扱
並
ニ
子
ど
も
手
当
及
児
童
育
成
事
業
ニ
係
ル
拠
出
金
ノ
徴
収
」
ト
ス 

 
 

第
十
八
条
ノ
二
中
「
年
金
勘
定
及
児
童
手
当
勘
定
ノ
各
積
立
金
」
を
「
年
金
勘
定
ノ
積
立
金
」
に
改
め
、
「
並
ニ
児
童
手

当
及
児
童
育
成
事
業
ニ
係
ル
拠
出
金
ノ
徴
収
」
を
削
る
。 

 

（
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
九
条 

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
特
別
会
計
法
」
と
い
う
。
）

の
規
定
は
、
平
成
十
八
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
し
、
平
成
十
七
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算

に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
に

基
づ
く
児
童
手
当
勘
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
勘
定
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決

算
上
剰
余
金
を
生
じ
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
剰
余
金
を
新
特
別
会
計
法
に
基
づ
く
子
ど
も
手
当

勘
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
勘
定
」
と
い
う
。
）
の
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
、
又
は
新
勘
定
の
平
成
十
八
年
度
の

歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

旧
勘
定
の
平
成
十
七
年
度
の
出
納
の
完
結
の
際
旧
勘
定
に
所
属
す
る
積
立
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
新
特
別
会
計
法

第
十
七
条
ノ
五
の
規
定
に
よ
り
新
勘
定
の
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 



 
 

二
一

３ 

前
条
の
規
定
の
施
行
の
際
旧
勘
定
に
所
属
す
る
権
利
義
務
は
新
勘
定
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 
前
項
の
規
定
に
よ
り
新
勘
定
に
帰
属
す
る
権
利
義
務
に
係
る
収
入
及
び
支
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
勘
定
の
歳
入
及
び
歳
出
と

す
る
。 

５ 

旧
勘
定
の
平
成
十
七
年
度
の
歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
十
四

条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
十
二
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
繰
越
し
を
す
る
も
の
は
、
新
勘
定
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 

第
十
条 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

子
ど
も
手
当
法
（
昭
和

四
十
六
年
法
律
第
七
十

三
号
） 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 

 

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
） 



 

二
二

第
十
一
条 

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
条
第
十
五
号
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
る
。 

 

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
） 

第
十
二
条 

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
七
条
第
十
一
号
の
二
中
「
児
童
手
当
の
」
を
「
子
ど
も
手
当
の
」
に
、
「
児
童
手
当
法
」
を
「
子
ど
も
手
当
法
」
に
、

「
第
七
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
、
同
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」

に
、
「
附
記
」
を
「
付
記
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
る
。 

 

（
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
改
正
） 

第
十
三
条 

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
第
二
十
九
号
中
「
児
童
手
当
法
」
を
「
子
ど
も
手
当
法
」
に
改
め
る
。 

 

（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 



 
 

二
三

第
十
四
条 

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
一
号
中
「
、
第
十
五
条
」
を
削
る
。 

 
 

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
十
五
条 

削
除 

 

（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
十
五
条 

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧

人
事
交
流
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
（
旧
人
事
交
流
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
は
、
新
法
附
則
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
旧
人
事
交
流
法
第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
法
」
と
、
同
条
中
「
児

童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
法
」
と
、
「
第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
第

四
号
」
と
す
る
。 

 

（
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 



 

二
四

第
十
六
条 

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
八
条 

削
除 

 

（
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
十
七
条 

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
旧
地
方
公
務
員
派
遣
等
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
規
定
は
、
新
法
附
則
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
地
方
公
務
員
派
遣
等
法
第
八
条
の
見
出
し
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ

る
の
は
「
子
ど
も
手
当
法
」
と
、
同
条
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
法
」
と
、
「
第
二
十
条
第
一
項
第

四
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
第
三
号
」
と
す
る
。 

 

（
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
十
八
条 

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年

法
律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



 
 

二
五

 
 

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
十
七
条 

削
除 

 

（
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経

過
措
置
） 

第
十
九
条 

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣

に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
国
家
公
務
員
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
規
定
は
、
新
法
附
則
第
四

条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
国
家
公
務
員
派
遣
法
第
十
七
条
の
見

出
し
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
法
」
と
、
同
条
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
法
」

と
、
「
第
二
十
条
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
と
す
る
。 

 

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
十
条 

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
六
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
三
条 

削
除 



 

二
六

 
（
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
十
一
条 

少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
六
条
中
「
児
童
手
当
」
を
「
子
ど
も
手
当
」
に
改
め
る
。 

 

（
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
二
十
二
条 

判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
九
条 

削
除 

 

（
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
十
三
条 

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
旧
職
務
経
験
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
規
定
は
、
新
法
附
則
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
職
務
経
験
法
第
九
条
の
見
出
し
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
法
」

と
、
同
条
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も
手
当
法
」
と
、
「
第
二
十
条
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則



 
 

二
七

第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
と
す
る
。 

 

（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
二
十
四
条 
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
八
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
八
十
三
条 

削
除 

 
 

附
則
第
五
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
六
条 

削
除 

 

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
十
五
条 

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
七
条
中
「
並
び
に
児
童
手
当
事
業
の
う
ち
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
部
分
」
を
削
る
。 

 
 

第
二
十
八
条
中
「
第
四
条
第
一
項
第
七
十
四
号
（
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
拠

出
金
の
徴
収
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
事
務
、
同
項
第
九
十
四
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
九
十
四
号
」
に
改



 

二
八

め
る
。 

 
 

附
則
第
三
項
中
「
「
事
務
、
」
」
を
「
「
第
四
条
第
一
項
第
九
十
四
号
」
」
に
、
「
事
務
、
同
項
第
八
十
七
号
」
を
「
第

四
条
第
一
項
第
八
十
七
号
」
に
改
め
、
「
掲
げ
る
事
務
、
」
の
下
に
「
同
項
第
九
十
四
号
」
を
加
え
る
。 

 

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
十
六
条 

新
法
附
則
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
労
働
省
設
置
法
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
七
条
中
「
国
民
年
金
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
年
金
事
業
並
び
に
子
ど
も
手
当

事
業
の
う
ち
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
部
分
」
と
、
同
法
第
二
十
八
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
）
附
則
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
前
条
」
と
、

「
第
四
条
第
一
項
第
九
十
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
第
七
十
四
号
（
子
ど
も
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第

七
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
事
務
、
同
項
第
九
十
四
号
」
と
す
る
。 

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
十
七
条 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場

合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



 
 

二
九

 
（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
二
十
八
条 

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 



 

三
〇



 
 

三
一

 
 
 
 
 

理 

由 
児
童
の
養
育
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上

に
資
す
る
た
め
、
児
童
手
当
制
度
を
子
ど
も
手
当
制
度
と
し
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
す
べ
て
に
対
し
、

児
童
一
人
に
つ
き
月
額
一
万
六
千
円
の
子
ど
も
手
当
を
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で

あ
る
。 



 

三
二



 
 

三
三

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費 

 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費
と
し
て
は
、
平
年
度
約
三
兆
三
千
五
百
六
十
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 


